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checkmk社Checkmkの評価をご検討頂き、
誠にありがとうございます。

本ガイドでは、ハイブリッドなITインフラ監視ソフトウェアであるCheckmkを評価していただく為
に、インストール及び基本的な設定手順を説明いたします。
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1. はじめに



Checkmk社のCheckmkは、ハイブリッドITインフラ監視ソフトウェアで、ネットワークの規模を問わず、あら
ゆるITインフラの監視が可能な製品です。どんなに複雑なIT環境であっても、リアルタイムで更新される
画面表示により組織内ネットワークやシステム全体像を素早く把握することができます。
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1. はじめに

サーバーの監視ツールとしてCheckmkが選ばれる理由

 さまざまなプロトコル、OS監視をサポート

Linux, Windowsその他多くのOSに対応

あらゆるタイプのサーバー(Webサーバー,メールサーバー,データベース)の監視に対応

SNMPおよびTCP/UDP(FTP,LDAP,IMAP等)によるエージェントレス監視に対応

HTTP/XML,SSH, TELNETに基づくAPIベースの監視に対応

 適応力と柔軟性

一つのインスタンスで大規模なサーバーを監視することができる

分散監視の設定により、簡単に監視規模を拡張することができる

1,900以上のプラグインを利用した柔軟なサーバー監視に対応

 インテリジェントな監視

迅速で簡単なインストール

簡単な設定、自動検出やネットワークマッピング

本評価ガイドでは、Checkmkの評価が簡単にできるよう、ご紹介しております。



2. Checkmk 評価版について
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◆本評価マニュアルは、評価版Checkmkを使用してCheckmk評価環境を準備する方法をご紹介します。

評価版は、VMware Workstation Playerなどの仮想環境上にLinux（Ubuntu 22.04 ）環境を作成し、
Checkmkをセットアップしていただけます。

VMware Workstation Playerのインストール方法には言及しておりませんので、ご了承ください。

注意）インストールは、オフライン環境でも実施可能です。

◆評価版利用上の注意

トライアル期間の30日間は、ホスト数・サービス数ともに無制限でご利用いただけますが、

トライアル期間が終了すると、自動的に以下の制限がかかります。

（商用版へアップデートしていただければ全て設定を引き継ぐことが可能です。）

《制限内容》

◇30日経過時点で750サービス以上ご利用の場合

750サービスまでに減らす作業をしていただければ、フリー版として引き続きご利用いただけます。

750サービス以上でも商用版をご購入いただきアップグレード作業を行うと、

契約サービスの範囲内であればすべて設定が引き継がれ継続利用することができます。

評価版について
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◆評価用Checkmkに必要なシステム要件は以下の通りです。

評価版を動作させるのに必要な最低要件となります。高負荷環境を想定している

システム要件ではございませんのでご注意ください。

評価版ご利用期間終了後に商用版へ登録情報を引き継ぎアップデートを行うという場合は、

のちに拡張可能な環境でない限り、引継ぎ後に想定している規模に合わせたシステム要件に沿って

設定いただくことをお勧めします。

上記記載はあくまでも評価版動作時のみの最低要件となります。

（システム要件参考： https://www.jtc-i.co.jp/product/checkmk/system-requirement.html）

Checkmkにアクセスする場合はWEBブラウザが必要となります。

弊社では、最新版のGoogle Chromeを推奨しております。

評価版システム要件

CPU メモリ HDD

2コア以上の割り当て 4GB以上の割り当て 20GB以上の割り当て

https://www.jtc-i.co.jp/product/checkmk/system-requirement.html
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評価版をインストールしてできること

ご提供する評価版Checkmkアプライアンスを使ってCheckmkをインストールすれば、以下の
評価を試すことができます。

・Checkmkエージェント
・SNMPエージェント
・スペシャルエージェント
・アクティブチェック

監視対象＝ホスト
監視項目＝サービス
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◆評価用Checkmkのダウンロード方法

評価版は以下の手順にて申し込み、ダウンロードをお願いします。

[評価版申し込み・ダウンロード手順]

①弊社のソフトウェアダウンロードページへアクセスします。

（リンク： https://www.jtc-i.co.jp/support/download/index.php ）

②ユーザ―情報をご記入いただき登録すると、メールが届きます。

③メール記載のURLからアクセスいただき、サポートページへログインします。

④ダウンロードリストより「Checkmk」をクリックします。

⑤以下ファイルをダウンロードしてください。

・Check-mk-free

評価版ダウンロード方法

https://www.jtc-i.co.jp/support/download/index.php


3. Ubuntuサーバーインストール

本章では以下のバージョンを使用しています。

 仮想OS: Ubuntu 22.04
 Ubuntu isoファイル:ubuntu-22.04-live-server-amd64.iso
 Hypervisor: VMware Workstation 16 Player
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Ubuntu Serverのisoダウンロード

VMware Workstation PlayerにUbuntu Server 22.04をインストールしてください。
こちらは公式より無償でISOイメージファイルをダウンロードすることができます。

Ubuntu Server 22.04

※「Download Ubuntu Server 22.04」をダウンロードしてください。
弊社配布評価Checkmkパッケージは「Ubuntu22.04」用のため、それ以外の場合は正常に
Checkmkインストールができません。

他のLinuxディストリビューション、または他のバージョンしかご用意がない場合は、別途
インストール方法をご案内いたしますのでスライド61のお問合せ先までお問合せください。

ご確認ください。
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isoファイル インストール(1)

VMware Workstation 16 Playerを起動し、「新規仮想マシンの作成(N)」を押してください。
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isoファイル インストール(2)

後でOSをインストール(S)を選択し、「次へ(N)>」を押してください。
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isoファイル インストール(3)

”ゲストOS”にLinux(L)、”バージョン(V)”に「Ubuntu」を選択し、「次へ(N)>」ボタンを押してくださ
い。



16

isoファイル インストール(4)

“仮想マシン名(V):”に任意の名称、”場所(L):”に保存場所を指定し、「次へ(N)>」ボタンを押し
てください。
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isoファイル インストール(5)

「ディスク最大サイズ(GB)(S):」を”20.0”に設定し、「次へ(N)>」ボタンを押してください。
この時、そのまま本番稼働を行いたい場合はもっと大きいサイズに変更して次に進みます。
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isoファイル インストール(6)

「ハードウェアをカスタマイズ(C)..」を押してください。
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isoファイル インストール(7)

“新規CD/DVD”を押してください。”ISOイメージファイルを使用する(M)”を選択し、Ubuntuの
isoファイルを指定してください。
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isoファイル インストール(8)

“ネットワークアダプタ”を押してください。本ドキュメントでは、ブリッジ接続を選択します。
“ブリッジ: 物理ネットークに直接接続(B)”をクリックし、「閉じる」ボタンを押してください。
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isoファイル インストール(9)

「完了」を押してください。
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isoファイル インストール(10)

初期画面に戻りますので、先ほど登録したUbuntuサーバーを選択し、「仮想マシンの再生(L)」
を押してください。
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isoファイル インストール(11)

言語選択の画面が表示されますので、[English]を選択しEnterキーを押してください。
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isoファイル インストール(12)

“Layout:”及び”Variant:”に[Japanese]を選択して、[Done]にカーソルを移動しEnterキーを押し
てください。
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isoファイル インストール(13)

何も変更せず、[Done]にカーソルを移動しEnterキーを押してください。
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isoファイル インストール(14)

DHCPまたはスタティックでIPアドレス設定を行います。適宜IPアドレスを設定し[Done]にカーソ
ルを移動してから、Enterキーを入力してください。
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isoファイル インストール(15)

Proxy設定画面が表示されるので、環境に応じて設定してください。Proxy設定が不要な場合は
、そのまま[Done]にカーソルを移動し、Enterキーを入力してください。
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isoファイル インストール(16)

Ubuntuのミラーアーカイブのアドレス設定です。ここでは、何も変更せずに[Done]を選択し、
Enterキーを入力してください。
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isoファイル インストール(17)

次の画面が表示されますので、[Continue without updating]を選択し、Enterキーを入力してく
ださい。
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isoファイル インストール(18)

次の画面が表示されますので、何も変更せずに[Done]を選択し、Enterキーを入力してください
。
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isoファイル インストール(19)

次の画面が表示されますので、何も変更せずに[Done]を選択し、Enterキーを入力してください
。
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isoファイル インストール(20)

警告画面が表示されます。[Continue]を選択し、Enterキーを押してください。
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isoファイル インストール(21)

“名前”、”サーバー名”、”ユーザー名”、”パスワード”、”パスワード確認”のテキストボックス
に任意の値を入力し、[Done]を選択し、Enterキーを入力してください。
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isoファイル インストール(22)

“SSH Setup”画面が表示されます。[Install OpenSSH server]の上で、スペースキーを押してか
ら、[Done]を選択し、Enterキーを入力してください。
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isoファイル インストール(23)

“Featured Server Snaps”が表示されますが、何も変更せずに[Done]を選択し、Enterキーを入
力してください。
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isoファイル インストール(24)

インストールが開始します。インストールが完了するまで、しばらく待機してください。
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isoファイル インストール(25)

“Install complete!”画面となり、[Reboot Now]のボタンが表示されたら[Reboot Now]を選択し
Enterキーを押してください。
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isoファイル インストール(26)

次のような表記が表示されたら、Enterキーを押してください。（表示されない場合もあります）
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isoファイル インストール(27)

次の画面となります。”サーバー名 login:”が表示されればインストールは完了です。
（ck datasourceの行で止まっている場合はEnterキーを押すと表示されます。）



4. Checkmkインストール

Ubuntuインストールが正常に完了し、仮想マシンが起動できる状
態であることを前提としています。
本章では以下のバージョンを使用しています。

仮想OS: Ubuntu 22.04
評価用ファイル: Check-mk-free
Hypervisor: VMware Workstation 16 Player
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Checkmkファイル インストール(1)

Ubuntu Serverが起動したら
設定したサーバー名、パスワードでログインします。
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Checkmkファイル インストール(2)

コマンド： sudo apt install dpkg-sig
上記コマンドを実行します。パスワードを聞かれた場合、Ubuntuインストール時に設定したパス
ワードを入力してください。
“Do you want to continue?” が表示されたら、「Y」（大文字）を入力しEnterキーを押します。
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Checkmkファイル インストール(3)

次の画面が表示されたら、<Ok>を選択しEnterキーを押します。
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Checkmkファイル インストール(4)

コマンド： sudo wget https://download.checkmk.com/checkmk/Check_MK-pubkey.gpg
上記コマンドを実行します。実行時、下記のようにERRORが発生した場合は
--no-check-certificateを付けて再実行してください。
どちらかのコマンドで“saved”が表示されれば完了です。

（上記画面は、コマンドをコピー＆ペーストできるようTeratermでログインしなおしています。）
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Checkmkファイル インストール(5)

コマンド： sudo gpg --import Check_MK-pubkey.gpg
上記コマンドを実行します。
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Checkmkファイル インストール(6)

コマンド実行前に、弊社ダウンロードサイトからダウンロードしたファイルをwin-scp等でUbuntu
へ転送してください。本資料では、/tmp/へ格納しました。
コマンド： sudo apt install /tmp/check-mk-cloud-2.2.0p23_0.jammy_amd64.deb
上記コマンドを実行します。 （ダウンロードしたfree版のバージョンが画面と異なる場合は読み替えて実行してください。）
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Checkmkファイル インストール(7)

“Do you want to continue?” が表示されたら、「Y」（大文字）を入力しEnterキーを押します。
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Checkmkファイル インストール(8)

次の画面が表示されたら、<Ok>を選択しEnterキーを押します。
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Checkmkファイル インストール(9)

以下のような表示になればインストール完了です。
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Checkmkファイル インストール(10)

コマンド： sudo omd create mysite
上記コマンドを実行すると、監視サイトが作成できます。「mysite」の部分はサイト名称となりま
すので、任意の文字列を指定できます。本資料では「mysite」として説明します。
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Checkmkファイル インストール(11)

コマンド： sudo omd su mysite または sudo su - mysite
上記コマンドでサイトユーザーに変更し、
コマンド： cmk-passwd cmkadmin
続けてコマンドを実行しWebGUI用のログインパスワードを設定します。（確認含め２回入力）
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Checkmkファイル インストール(12)

コマンド： omd start
上記コマンドでサイトを起動します。
コマンド： omd status
続けてコマンドを実行し、起動状態を確認します。すべてrunningになっていれば正常です。
全てrunnningになってない場合は、もう一度omd startを実行してください。



53

Checkmkファイル インストール(13)

以上で、インストールとサイト作成までが完了し、監視をはじめる準備が完了しました。
この後は、監視の初期設定となります。



5. Checkmk監視初期設定

Checkmkのインストールが正常に完了し、仮想マシンが起動でき
る状態であることを前提としています。
本章では以下のバージョンを使用しています。

OS: Windows 10 x64
評価用ファイル: Check-mk-free
Hypervisor: VMware Workstation 16 Player



本章では、Checkmkサーバーで監視を開始するために必要な基礎的な手順をご案内
いたします。
この先は、お手元に、ユーザーガイドをご用意ください。

■Checkmkユーザ―ガイド

（リンク： https://www.jtc-
i.co.jp/support/documents/guide/basicguide_checkmk.pdf ）

Checkmk監視初期設定(1)

https://www.jtc-i.co.jp/support/documents/guide/basicguide_checkmk.pdf
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Checkmk監視初期設定(2)

Google Chromeを起動し、IPアドレス情報を使ってCheckmkに作成したサイトにアクセスします。
例) http://192.168.10.10/mysite

http://<作成したサーバーIPアドレス>/<サイト名>

「30 days left in your free trial」と評価期限が示されています。
“Username”テキストボックスにcmkadminを入力、”Password”にサイト用に設定したパスワードを
入力してください。
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Checkmk監視初期設定(3)

次の画面のように、”Main dashboard”が表示されたら、Checkmkの評価環境がそろったことに
なります。

任意で以下を設定可能です。
・ログインパスワードを変更： ユーザーガイド「6.1 パスワードの変更」
・日本語表示設定： ユーザーガイド「6.2 表示関連の編集」
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Checkmk監視初期設定(4)

ホストとサービスの登録については、以下ユーザーガイドの対応する章、

またはブログをご参照ください。

■ホスト追加手順

9.1 ホストの追加

9.1.1 Windows

9.1.2 Linux

9.1.3 SNMPデバイス

■エージェント追加手順

（SNMPデバイスの監視、また、エージェントを使用しない場合は不要です）

10.1 Linuxの監視

10.2 Windowsの監視

■サービス追加手順

11.2 サービスの検出

■初期の必須設定ブログ
【監視を始める前に】Checkmkインストール時の必須設定 | ジュピターテクノロジーblog (jtc-i.co.jp)

https://blog.jtc-i.co.jp/2024/03/checkmk-setuplist.html
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Checkmk監視初期設定(5)

これまでの操作で、サイト、ホスト、サービスの登録が完了し、基本的な監視環境が整
いました。
Checkmkの画面やメニューは非常に多彩です。その他の各種画面の説明やホスト・サ
ービスの追加方法は、ユーザーガイドの他の章をあわせてご参照いただき、お試しくだ
さい。



6. お問い合わせ先
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お問い合わせ先

ジュピターテクノロジー株式会社

〒183-0023 
東京都府中市宮町一丁目40番地 KDX府中ビル6F

Tel 042-358-1250   
Fax 042-360-6221
URL http://www.jtc-i.co.jp/
技術サポートに関するお問合せ
https://www.jtc-i.co.jp/support/customerportal/index.php

http://www.jtc-i.co.jp/
https://www.jtc-i.co.jp/support/customerportal/index.php

